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「魔法の四角形」という言葉にピンとくる人は日本では数少ないだろう。知っていて

も、古びた化石のような経済用語としてしか考えていないかもしれない。 

この言葉（ドイツ語‘Magisches Viereck’）は、現役のドイツの経済政策の基本目標で、

1967 年 6 月制定の経済安定成長促進法（略称安定法）に盛り込まれている。同法第一

条は「連邦・州政府は総合的な経済均衡に留意し、持続的かつ適正な経済成長のもと、

物価の安定、高い雇用水準、対外経済均衡に同時に貢献するよう、経済的・財政的措置

を講じなければならない」と規定する。第二条に基づき、ドイツ政府は 2017 年も年初

に「年次経済報告」を連邦議会に提出した。 

4 つの経済政策目標がなぜ「魔法」なのか。ある目標を実現するためにはしばしば他

の目標を犠牲にしなければならず、4 つの同時実現は困難、ないしほぼ不可能とされた

からだ。雇用重視の成長路線をとればインフレを招きやすい、といった例である。 

安定法制定 50 周年にあたる今年の「年次経済報告」は、「ドイツ経済は非常に良い（sehr gut）
状態にある」と、明快な一文で始まる。経済成長は、17 年 1.4％を予想、失業率は過去

四半世紀最低の水準（17 年 6.0％：10 年前は 10％超）にある。物価を取り巻く環境は

穏やかで、消費者物価（コア物価）は 16 年 0.6％（1.2％）から 17 年 1.8％（1.4％）に

「正常化」を見込む。経常黒字は引き続き高水準である。財政収支は黒字で、公的債務

残高もマーストリヒト条約の基準値 60％に近づく。 

南欧諸国の経済・財政的困難を救済するためにも、ドイツは財政拡張政策をとるべき

との海外からの声に対し、メルケル首相もショイブレ財務相も馬耳東風である。嫌われ

ようが動じないこの姿勢は、実績に裏付けられた自信と信念に基づくと考えられる。 

振り返って、アベノミクス 5 年目を迎える日本経済の現況を見ると、ドイツ連邦経済

エネルギー省が「非常に良い」と自賛したドイツの数値を一部上回る。内閣府の平成

29 年度経済見通しによると、成長率 1.5％、完全失業率 2.9％、消費者物価 1.1％、経常

黒字 GDP 比 4.3％と、「魔法の四角形」をみごとに実現している。 

ドイツとの最大の違いは、申すまでもなく財政の現状と今後である。この点に関して
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6 月に発表された「骨太の方針」で、「基礎的財政収支を 2020 年度までに黒字化し、

同時に （昨年度までは その後の ）債務残高対 GDP 比の安定的な引き下げを目指す」

と、更に目標を曖昧にした点が不気味である。 

両国は共に、魔法とされた経済目標を同時達成している。ただ、一方は足で地を固め

るように歩き、他方は竹馬に乗って、いつ倒れるかわからない不安感を伴う。国民の多

くもそれは感じ取っている。 
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